
                                  

会員サイト公開用 役員活動報告書 

名 前 伊藤智典 
 

担当業務 
 

・JANNET(障害分野 NGO連絡会)では、監査役(監事)として運営にかかわりながら、

国際開発分野の障害関連の情報収集ならびに、障害当事者団体や人道支援系の NPO

など市民社会の組織との関係醸成をおこなっています。 

・日本障害フォーラムや JANNET の事務局がおかれている公益財団法人 日本障害者

リハビリテーション協会では、国際委員として会議に参画し、Rehabilitation 

internationalなど障害に関する国際的な情報について意見交換をしています。 

・World Physiotherapyでは、AWP region(世界理学療法連盟アジア西太平洋地区)

の執行委員会の委員として AWP regionの委員会会議、総会、学会に参加し、グロ

ーバルな視点から、次の AWP学会、同地区の理学療法士の活躍にむけた議論、なら

びに Webinarの企画、運営など諸活動を行っています。 

 

内  容 

日 付 他団体 会議名 場所 

7 月 5 日  第 4回 理事会、役員勉強会 オンライン 

7 月 23 日 〇 AWP地区執行委員会会議 オンライン 

7 月 26 日  第 1回 理事懇談会 オンライン 

8 月 6 日 
9 月 6 日 

〇 
 

AWP地区執行委員会会議 

第 2回 理事懇談会 

オンライン 

オンライン 

9 月 30 日 〇 日本障害リハビリテーション協会 オンライン 

9 月 30 日 〇 AWP地区ウェビナー オンライン 

 
 
 

所感 

7 月 5 日、第 4 回 理事会が開催されました。本会の定款 第 6 章に定められている

事項のうち、以下の(1),(2)の決議を行いました。 
 
【定款第 6 章 理事会の職務より】 

(１)この法人の業務執行の決定 (２)理事の職務の執行の監督 
(３)会長の選定及び解職    (４)副会長の選定及び解職 
(５)専務理事の選定及び解職  (６)常務理事の選定及び解職 

 

第 55 回定時総会の日程および会場等、令和９年度報酬改定（介護・障害福祉）に

向けた日本理学療法士協会の基本的考え方（案）および重点要望方針（案）、オリン

ピック・パラリンピックに帯同した理学療法士への感謝状授与、常設委員会の委員長

の任命、ハラスメント防止規程における理事ならびに有識者の推薦、2025・2026 年

度顧問および相談役の委嘱、新入会員の承認（動向報告および賛助会員の入退会等含

む）について審議し、決議しました。 



                                  

報酬改定にむけた取り組みが、役員や内部の関係者らのみならず、都道府県士理学

療法士会や学会連合などから情報を集約できる仕組みになってきたことはこの数年

の協会における大きな成果と考えます。また、中長期計画を基にした事業運営という

共通理解が進んでいくことが鍵になると考えます。 

続いて、2025年度 第 1四半期職務執行状況、2025・2026 年度 組織体制、会長行

動録、事務局報告（5・6月）、認定理学療法士認定試験に関する業務委託入札結果、

専門理学療法士試験口頭試問に関する業務委託」入札結果、2024年度 グローバルプ

ロジェクト運営部会の活動報告、2024 年度入会対象者向け LINE アンケート集計結

果、常任理事会の会議について、報告を確認しました。 

さて、第 54回定時総会の総括について、斉藤会長から発言がありました。代議員

の負託、会員への信頼にこたえるため、役員全員がベクトルをあわせて、都道府県士、

学会連合の関係者とともに、社会を変えるための事業を推進する必要があります。 

 
理事会後に開催された役員勉強会では、公益社団法人運営の基礎知識と公益法人

制度改正の要点について、法律の立て付けから法人期間、必要な手続きや文書をおさ

らいしてくださった後、改正された公益法人制度として、①財務規律の柔軟化・明確

化、②行政手続の簡素化・合理化、③自律的なガバナンスの充実・透明性の向上の 3
点にまとめて、分かりやすくご教授いただいた。本会は外部監査をおかない選択をし

ているが、本会に適したガバナンスコードの策定、コンプライアンスを遵守したうえ

で、適正な事業運営にむけて役員自身が協力しあうことの重要さを感じた。 

 

7 月 23 日 AWP(アジア西太平洋)地区執行委員会の会議に参加しました。 
この会議は、同委員会に新たに加わった 3 名の委員（インド、インドネシア、オー

ストラリア）が参加した顔合わせの意味を持つものでした。私は他団体委員として参

加してきて 3 年目です。委員は同地区の加盟組織の投票によって選ばれるのですが、

2 年毎に半分(委員長 1 名と委員 2 名、副委員長 1 名と 2 名が交互)が選挙で変わる仕

組みとなっており、事業や運営体制の持続可能性を担保しています。 
これまで日本や韓国をはじめ、東南アジアに委員が偏っていましたが、今回の選挙

でその偏在は少し解消されました。共に学びあい、支え合い、アジア西太平洋地区の

健康課題、職能課題の解決に向けて引き続き議論を進めたいと考えます。 
 
7 月 26 日 第 1回 理事懇談会が行われました。 

理事懇談会では、2026 年度事業計画・予算案作成スケジュール、2 2026 年度事業

計画（案）の方針、2040 年頃を見据えた本会公的保険領域関連事業の目指すべき方

向、令和 9 年度報酬改定（介護・障害福祉）に向けた今期・中期目標（案）および重

点要望事項（案）、理学療法士が関係すると思われる業務の整理（案）、理事会傍聴制

度の今後の在り方、日本理学療法学会連合との申合せ事項等の改定（案）について、

協議しました。 



                                  

 本会は公益法人であって、株式会社ではありません。予算は収支が一致する、また

は赤字で立案し、決算は黒字で終われることを心がけて事業を執行しています。 
予算確定後は、規程に基づき委託企業の相見積もりや入札方式で行う、細かな事業

の見直しや統合、質を担保しながらもオンラインを活用して安価かつ効率的な事業

の実施などなど、委員会や部会の先生方のご協力をいただきながら、支出削減にむけ

て懸命な努力をしいます。収入の点でいいますと、会員や賛助会員の入会促進のみな

らず、会費外収入の獲得や政府系外部資金の活用など、様々な収入の増加にも努めて

います。厳密な事業運営をする、その結果、公益法人として税制優遇を受けています。 
一部の役員の発言から、未だにこれが理解されていないと感じることは寂しい気

持ちです。中長期計画に則って、社会的責任のある公益法人として、引き続き、適正

な運営にむけた正しい理解の促進に努めていきたいと考えます。 
理学療法士の業務として実施できると考えられるものは、業種をまたぐものもあ

ります。タスクシフト・シェアは、他業種とのパートナーシップのもとで社会課題の

解決をはかる、協調の視点が必須と考えます。 
最後に、監事から会長公費使用に関する調査結果について報告されました。結果的

に、不正使用の事実は認められないという報告です。 
前回の会長選挙の時に、誤った情報を拡散し、総会では代議員を混乱させてしまい

ました。役員には、公益法人として本会のレピュテーションを下げない言動、最低限

のモラルが求められると考えます。偏りや誤った情報を拡散したこと、これは重大な

ことですが、個人の責任に帰することで改善するとは考えられません。会員の信頼に

むけて、役員全体で責任をもって、次回の選挙にむけて必ず改善すべきと考えます。 
 

8 月 6 日 AWP(アジア西太平洋)地区執行委員会の会議に参加しました。 
AWP(アジア西太平洋)地区学会 2026 は、ニューデリーでの開催が決まりました(本

会の WEB サイトでも公開)。ホスト組織であるインド協会の会長らが会議に参加し、

企画や準備などについて意見交換をしました。地区執行委員の一人として当学会が、

実りある、参加して良かったと思っていただけるよう、引き続き議論をしていきたい

と思います。 

 

9 月 6 日 第 2回 理事懇談会に参加しました。 
今回は、2026 年度重点目標（案）、重点事業および予算（案）、日本理学療法士協

会「ビジョン 2030（仮称）」の策定、日本理学療法学会連合との申合せ事項等につい

ての改定（案）、協会システムのこれまでと今後の開発、本会の生涯学習制度の現状

と展望、理学療法週間の理学療法月間への変更、動物に対する理学療法を社会実装す

るための案、定款改正の案について協議しました。 

 私は、健康増進・予防の専門理学療法士を有しておりますが、今年度中の更新手続

きが必要です。更新のため、各種研修、学会に参加しています。現行制度は、会員の

知識と技術の向上が、診療報酬の制度で認証されることを目的として、厳格な制度と



                                  

して開始されたものです。今後は、現実的な制度にむけて、より会員が参加しやすい

制度への見直しにむけて議論が進む方向性となりました。 

 

9 月 30 日 他団体のオンラインセミナーに登壇しました。 
 私が他団体の委員として活動している、公益財団法人 日本障害者リハビリテー

ション協会が主催するオンラインセミナー、「リハ協カフェ」に登壇しました。リハ

協カフェでは、大工谷副会長(国際事業担当)の承認のもと、四半世紀ぶりの開催とな

った、World Physiotherapy Congress 2025 の準備から運営、そしてレガシーや振り

返り、展望について報告しました。登壇と事後の原稿執筆（同法人の報誌への掲載）

によって、本会事業へ一定の収入がもたらされます。障害関連団体との関係醸成とい

う視点もありますが、あわせて会費外収入の一つとして、このような取り組みを大切

にしていきたいと思います。 

また夕方には、AWP 地区のウェビナーが開催されました。物理療法の現状と展望に

ついてですが、日本からは 2 名も登壇されました。次回のウェビナーも本会会員は

参加無料です。WEBサイトで公開しますので、ぜひご参加ください。 

今後も何か質問等ございましたら、遠慮なくお問い合わせください。お時間がかか

ってしまうかもしれませんが、お返事させていただきます。 

会員さんの将来、理学療法、リハビリテーションが必要な人々への社会づくりにむ

けた責任を果たす決意を、ただ口だけではなく、行動で表していきたいと思います。

引き続き大所高所からのご指導いただきたく、何卒よろしくお願いいたします。 

伊藤智典 E-mail address 

報告日 2025 年 10 月 20 日 
※「他団体」に○がついている項目は、本会役員として他団体に関与しているものです。 

 
  


